
　教育とは、人や自然、社会とのかかわりをもちながら、自らの可能性を最大限に伸
ばし続け、その学んだことを次代へとつなげていく営みであり、どの時代においても変
わるものではありません。
　こうした原点に立ち、この間、「共に学び共に支え共に創る杉並の教育」を目指して
取り組んできた杉並区教育ビジョン2012は、令和 3年度で終期を迎えます。
　新たな教育ビジョンの策定に向けて、遠いようで近い10年後の未来を描き、子どもが、
大人が、何を大切にして学ぶのか、一緒に考えましょう。

教育長　白石　高士　

新たな教育ビジョンの策定に向けて
皆さんの声を聴かせてください

撮影協力：久我山小学校
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自分たちの自分たちの
未来のことだから未来のことだから

子どもたちにしか子どもたちにしか
わからないことがわからないことが

たくさんあるはずだからたくさんあるはずだから

学校で学ぶのは学校で学ぶのは
自分たちだから自分たちだから

一緒にまちをつくる一緒にまちをつくる
主役の一人だから主役の一人だから

参加する権利が参加する権利が
あるからあるから

話してください。未来のこと、学校のこと、まちのこと。
みんなで教育の未来を語り、創ることに参加してください
　教育委員会では、令和4年度からの新たな教育ビジョンの策定を
杉並区教育振興基本計画審議会を設置して進めています。
　これからの杉並の教育を皆さんと共に考えて共に創るため
たくさんの方の意見を聴かせてください。

皆さんの意見やアイデアを聴かせてください

子どもたちの思いを
ぜひ聴かせてほしい

　　なぜなら…　　

意 募見 集

5  あなたが人から言われて、うれしくてがんばろうと思える一言は何ですか。

4  あなたはどんな大人になりたいですか。大人になって、やりたいことは何
ですか。

3  自分が住んでいるまちのどんなところが好きですか。10 年後にはどんな
まちになってほしいですか。そのために、あなたができることは何ですか。

2  自分の学校のどんなところが好きですか。嫌なことや困っていることはあり
ませんか。もし、あなたが校長先生だったら、どんな学校をつくりたいですか。

１  お父さんやお母さんはあなたの将来のことを何か言いますか。それについ
てあなたはどう思いますか。

2  子どもたちのために、あなたができるこ
とは何ですか。

１ １０年後、どのようなまちにしたいですか。
そのために、あなたができることは何で
すか。

区ＨＰ「教育ビジョンアンケート」
（ＱＲコード）から回答をお願いします。※

回答期間 ： １２月４日（金）～
　　　　       　 １２月１８日（金）
その後は随時受け付け（最終締め切りは
令和３年３月19日（金））

これからはどんな時代になるの？
　―― 人生100年、AI の劇的発展、そしてコロナ禍 ――

　人生はすでに 100 年時代に入ったといわれます。日本人で一番たくさん亡くなる年齢は、男性 87 歳、女性 93 歳です。
しかも、今年中学 1年生の子どもの予測平均寿命は 107 歳なのです。もう、誰もが 100 年生き抜くだけの準備をしなけれ
ばならなくなったといってもよいでしょう。
　AIの劇的な発展は、仕事のあり方も変えてしまいます。今年の中学 1年生が大学を出る 2030 年頃には、いまある仕事
の半分ほどが、AIに取って代わられるといわれます。しかも、その頃の大卒者の 65 パーセントが、いまはまだ存在しな
い仕事に就くとも予測されています。
　そのうえ、このこともいっておかなければなりません。あと 40 年くらい経つと、日本社会では総人口の 8人に 1人が
認知症になると、厚生労働省が予測しています。もう、施設任せにはできないのです。地域社会で、みんなが共に支えあっ
て生きることができる社会をつくらなければなりません。
　そして、今回の新型コロナウイルス感染症の拡大です。私たちは感染が広がらないように、お互いに気をつけながら、
共に支えあって、自分の健康を守らなければならなくなりました。新しい生活スタイルをつくりだすことが、一人ひとり
に求められるのです。
　しかも、この新しい生活スタイルは、感染予防だけではなくて、コロナ禍が広がって採用されたオンラインでの生活、
リモートでの仕事とも深くかかわっています。これまでは、通勤・通学して、場所と時間を自分の日常生活からは移して、
外の決まりによって、生活のリズムがつくられていました。それが、日常生活の中に学ぶことや働くことを組み込んで、
自分の生活をつくらなければならなくなったのです。誰かがやってくれるのではなくて、自分でやらなければならない時
代がやってきたのです。
　もう、おとなたちは皆さん子どもたちに対して、こうしなさいとか、こうしたらいいよ、といえなくなってしまったのです。
だから、きちんと自分を表現する言葉を学んで、学校だけではなくて、社会でいろいろな体験を積んで、自分の人生を自
分で、そして仲間とともにつくって、人生 100 年を生き生きと歩める人になって欲しい、そういう願いが新しい学習指導
要領には込められています。
　私たちおとなにできるのは、皆さんが元気に自分の人生を歩むための条件を整え、それを支え、皆さんがそれぞれの幸
せを感じて、この世界に生まれてよかったと思えるようにすることです。だから、皆さんの思いや気持ち、そして意見を
知りたいと思います。「学校には、まちには、こんないいところがあって、自分はこうしたい」という
意見を聞かせて下さい。

　そして、おとなの皆さんにも、お願いがあります。「子どもたちのために、自分ならこんなことが
できる」というご意見をお聞かせ下さい。
　お待ちしています。 東京大学大学院教育学研究科 教授　　　　　　　

杉並区教育振興基本計画審議会 会長　　牧野　篤　

子 ど も た ち へ 大 人 の 皆 さ ん へ

問合せ：庶務課 庶務係　 ☎03-5307-0751

※メール・FAX・郵送の場合は、「教育ビジョンアンケート回答」と明記して、氏名、年齢、杉並区外にお住まいの場合は区内
の在勤先または在学先の有無とともに、左ページの質問①～⑤（大人は１～ 2 ）の回答を記載して回答先へ送ってください。

回答先：杉並区教育委員会事務局　庶務課　庶務係
メール：kyoiku-iinshomu@city.suginami.lg.jp　　ＦＡＸ：03-5307-0692
郵送先：〒166-8570 杉並区阿佐谷南1-15-1

撮影協力：成田西子供園
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どの子にも 自信と安心
そして 笑顔を…

ど

発達ｻﾎﾟー ﾄ/個別学習指導・・親子ｺﾐｭﾆｹ ｼーｮﾝ指導・・相談

西武新宿線下井草駅北口徒歩６６分井荻駅北口徒歩８８分

kakinokiconbrio.com

 ((0033))66991155--00220033 
    

◎令和 2年度杉並区教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（令和元年度分）は、「生涯
の基礎を育む就学前教育の充実」を主題として関連する主な事業・取組について、点検及び評価を行
いました。その結果をまとめた報告書は教育委員会HPに掲載しています。

教育委員会から
のお知らせ

　当事者研究 *の第一人者である熊谷晋一郎氏（東京大学先端科学技術研究センター准教授）を講師としてお招きし、
11月 21日にオンラインで開催した当講座の内容が申込者限定で視聴できます。（要申込）
＊当事者研究･･･当事者同士が安心してつながる場をつくりながら、障がいによる生きにくさを社会の仕組みの中に探る研究
大人塾とは、自分を振り返り、社会とのつながりを見つける大人の放課後として平成17年からスタートした生涯学習講座です。

問合せ：社会教育センター　☎:03-3317-6621　 : shakyo-c@city.suginami.lg.jp

∞すぎなみすぎなみ
大人塾大人塾熊谷晋一郎  ×熊谷晋一郎  × オンライン講座オンライン講座

「それぞれの新しい日常を考えよう」を動画配信します「それぞれの新しい日常を考えよう」を動画配信します

　新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は、杉並区内でも増加しています。
　こうした中、区立学校では、手洗いとマスクの着用、教室内の換気やソーシャルディスタンスの確保などに、
より一層徹底して取り組んでいます。
　引き続き、全ての子どもの安全・安心を第一にした学校運営を推進し、保護者や
地域の皆さんとともに、感染拡大防止に向けた取組を確実に推進してまいりますの
で、ご理解とご協力をお願いします。加えて、感染者や濃厚接触者等に対する偏見
や差別につながることのないよう、思いやりのある行動をお願いします。

【重要】  保護者・地域の皆さんへ

動画の視聴方法
　視聴するためには、申込みが必要です。右のQRコードから、もしくはメールに
「すぎなみ大人塾視聴希望」と明記の上で、
「①氏名（フリガナ）、②メールアドレス」を書いて、社会教育センターまで送付ください。
申込期間：12月 7日（月）～ 12月 20日（日）
詳細は、別途申込者にお知らせします。

講座内容

前 半 　講義
一人の人に頼るのではなく、多くの人に頼ることや依存することが自立する
上で大切であることについての講義。
後 半 グループワーク

参加者同士や講師と参加者が直接の意見を交わしながら、今から試せる様々
なアイデアを発表。

受講生からの感想

●「依存先を増やす」ことの重要性を
このコロナ禍において改めて認識し
ました。
●参加者の方で、活動を止めない、と
おっしゃった方がいて、勇気をもら
いました。

※「メール作成画面はこちら」を
　クリックすると作成画面が表示されます。

広　告


